
Hyogo Prefecture

第３期ひょうご障害者福祉計画骨子案にいただいた主な意見と対応
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ﾍ゚ ｼー゙ 箇所 いただいたご意見 対 応

全般 ―
「障害がある方」「障害を持つ方」「障害者」など表記が統一されてい
ないので、統一した方がよい。

「障害のある人」に統一
※国障害者白書の記載に統一

全般 ― 「子ども」「子供」「児童」など表記が統一されていない
「こども」に統一
※こども家庭庁からの要請

全般 ― 「住宅」「住居」「住まい」など表記が統一されていない
原則として、住まいに統一
（現計画の記載に統一）

全般 ―
骨子案に「自立」という言葉がない。「自立」という言葉をどこかに入
れてはどうか

記載を修正
(別添のとおり)

2
目標と

未来予想図
2032年度の目標「ともに学び、対話し、考えることで」に「働き」を入
れてはどうか。

ご意見を踏まえ修正

11
目指す
社会像

・「安全に安心して豊かに生活することができる社会」は「安心
して、安全に豊かに生活することができる社会」の方が日本語と
して読みやすいし、意味が通るのでは。
・「安心して豊かな生活をすることができる社会」でいいのでは。

ﾕﾆﾊ゙ ｻーﾙ社会づくり推進指針、福祉のまち
づくり指針等、本県の計画は安全・安心
という順序になっていることから、本計
画も現行通りの記載とします。

11
実現したい

こと

・「地域の人とつながり」だと、障害のある人が地域とつながっ
ていないのかと、差別的な表現だと捉えられる恐れがある。「地
域の一員として」、「とけこみ」などの表現を検討してほしい

ご意見を踏まえ、
「地域の一員として」に修正
（基本理念「共生社会の実現」でも
「地域の一員として」の記載あり）

11
実現したい

こと
「利用しやすく質の高いサービスの提供環境の構築」について、利用者
の不安軽減のために、「継続的な」という文言を追加してほしい。

ご意見を踏まえ修正

11
実現したい

こと

「あらゆる生活の場面において利用しやすく配慮されたまちづく
りの実現」は、合理的配慮の「理に適った工夫の積み重ね」に合
わせて、「配慮」を「工夫」にしてほしい。

ご意見を踏まえ修正

〇 ６月から７月にかけて開催した分科会及び特別委員会で骨子案について議論を実施
〇 骨子案の修正に関していただいた意見については、以下のとおり対応
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